
総務建設産業委員会

　
本
年
５
月
の
改
選
を
受
け
、
３
つ
の
関
係
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

須
恵
町
環
境
美
化
集
積
所

　
町
内
の
美
化
作
業
や
、
各
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
草
、
木
、
剪せ

ん

定て
い

枝し

を
破は

砕さ
い

し
集
積
す
る
場
所
で
す
。

須
恵
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー

　
町
内
の
畜
産
農
家（
酪
農
）
で
組
織

さ
れ
て
い
る「
須
恵
町
堆
肥
生
産
組

合
」
と
町
が
、
平
成
21
年
か
ら
新
た
な

堆
肥「
す
え
っ
肥
」を
作
っ
て
い
ま
す
。

　「
す
え
っ
肥
」
と
は
、
町
内
の
畜
産

農
家
か
ら
排
出
さ
れ
る
牛
ふ
ん
に
、

環
境
美
化
集
積
所
で
破
砕
さ
れ
た
草
、

木
、
剪
定
枝
、
オ
ガ
ク
ズ
を
混
ぜ
合

わ
せ
て
作
ら
れ
る
熟
成
し
た
堆
肥
で

す
。

　
製
造
工
程
は
、
一
次
、
二
次
、
三

次
発
酵
と
移
動
し
な
が
ら
１
２
０
日

を
か
け
て
作
ら
れ
ま
す
。

　
温
度
を
　（
殺
菌
温
度
）
に
設
定
し
、

発
酵
さ
せ
ま
す
。

　
二
次
発
酵
で
は
、
掻か

き

上あ
げ

機き

で
ゆ
っ

く
り
移
動
さ
せ
な
が
ら
混
ぜ
合
わ
せ

65°

ま
す
。
古
い
機
械
の
た
め
、
大
事
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
環
境
に

優
し
い
循
環
型
の「
エ
コ
堆
肥
」
で
、

町
内
で
発
生
す
る
も
の
で
作
ら
れ
、

地
産
地
消
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
田
や
畑
の
土
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ「
す

え
っ
肥
」を
使
っ
て
み
て
下
さ
い
。

施
設
の
状
況
把
握

北き
た

筑ち
く

昇
し
ょ
う

華か

苑え
ん

　
北
筑
昇
華
苑
組
合
は
、
昭
和
45
年

４
月
１
日
に
設
立
さ
れ
、
現
在
は
、

３
市
７
町（
福
岡
市
、
福
津
市
、
古
賀

市
、
須
恵
町
、
宇
美
町
、
志
免
町
、

粕
屋
町
、
篠
栗
町
、
久
山
町
、
新
宮
町
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
葬
炉
16
基
、
告
別
室
３
室
、
収

骨
室
３
室
、
霊
安
室
、
有
料
待
合
室

12
室
が
あ
り
、
職
員
７
名
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
度
は
、
４
９
１
４
体

の
火
葬
を
さ
れ
、
年
々
増
加
傾
向
に

あ
り
、
２
０
４
０
年
度
は
７
０
０
０

体
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
火
葬
炉
の
老
朽
化
に
伴
い
、
今
後

16
基
の
入
れ
替
え
工
事
を
順
次
行
う

そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
大
型
バ
ス
が
横
付
け
出
来

る
よ
う
に
、
玄
関
庇

ひ
さ
し

の
伸
長
工
事
も

近
々
行
わ
れ
ま
す
。

　
休
日
は
年
に
３
日
で
、
利
用
者
に
支

障
が
な
い
よ
う
、
福
岡
市
の
施
設
と

調
整
し
な
が
ら
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
友
引
の
翌
日
は
、
ど
う
し
て
も
混

み
合
う
そ
う
で
す
。

　
今
回
、
初
め
て
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の

炉
機
械
室
に
入
れ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
職
員
の
方
が
ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
点
火
し
ま
す
。
確
認
用
に
炉
の

中
を
覗
く
小
窓
が
あ
り
ま
し
た
が
、

確
認
で
き
る
の
は
職
員
だ
け
だ
そ
う

で
す
。

委員会レポート

すえっ肥
好評販売中!!

須恵町ホームページ

７月29日
（月）

堆肥発酵過程の説明を聞く

火葬炉バックヤード火葬炉入口を前に
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須
恵
町
の
小
中
学
校
で
は
、
特
別
支
援
学
級
の
児
童
数
が
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　
（
９
月
１
日
現
在 

知
的
１
１
８
名
、
情
緒
72
名
）

　
ま
た
、
施
設
が
使
い
づ
ら
い
と
の
関
係
者
の
声
が
あ
り
、
委
員
会
と
し
て
状
況

把
握
の
た
め
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

委員会レポート

目
的
・
利
用
時
間
・
場
所

　
障
が
い
児
の
健
全
育
成
と
保
護
者

の
就
労
支
援
や
一
時
的
な
休
息
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
登
校
日
（
平
日
）
は
、
下
校
～
18

時

（
町
内
の
学
校
へ
迎
え
に
行
き
ま
す
）
、

夏
休
み
等
の
長
期
休
暇
（
平
日
）
は
、

９
時
～
18

時
（
保
護
者
の
送
迎
）
で
、

須
恵
中
学
校
内
ま
な
び
っ
く
教
室
で

行
っ
て
い
ま
す
。

現
状

　
平
成
23

年
度
よ
り
開
始
し
、
９
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
利
用
児
童
数
は

16
名
（
常
時
利
用
10
名
・
長
期
休
暇
の

み
５
名
）
、
本
年
度
の
新
規
利
用
は
１

件
で
、
利
用
者
が
伸
び
悩
ん
で
い
ま

す
。

　
設
立
当
初
に
は
無
か
っ
た
民
間
の

事
業
所
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、

施
設
面
（
専
用
施
設
で
な
い
）
な
ど
運

営
体
制
を
比
較
し
て
民
間
の
事
業
所

を
選
択
す
る
保
護
者
が
増
え
た
こ
と

が
要
因
で
す
。

　
民
間
利
用
の
場
合
、
利
用
者
は
費

障
が
い
児
放
課
後
等
対
策
事
業

一
人
一
人
の
成
長
・
発
達
を
支
援

用
の
１
割
を
負
担
し
ま
す
が
、
利
用

は
月
23

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
を
超
え
る
日
数
は
、
お
ひ
さ
ま
く

ら
ぶ
に
預
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
面
で
は
利
用
し
て
い

る
２
部
屋
が
、
廊
下
を
通
っ
て
行
き

来
す
る
た
め
（
靴
を
履
い
て
廊
下
に
出

て
、
靴
を
脱
い
で
部
屋
に
入
る
）
、
使

い
づ
ら
い
状
況
で
し
た
。

　
職
員
６
名
は
、
児
童
の
人
数
に
よ

り
勤
務
・
賃
金
が
変
動
し
て
お
り
、

固
定
勤
務
・
固
定
賃
金
に
改
善
し
雇

用
の
安
定
を
図
る
こ
と
が
、
よ
り
良

い
障
が
い
児
の
休
息
の
場
と
し
て
の

放
課
後
預
り
事
業
に
繋つ

な

が
る
と
思
い

ま
す
。

今
後

　
民
間
の
事
業
所
で
は
行
え
な
い
「
児

童
の
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
の
休
息
の
場
」

と
「
保
護
者
の
就
労
支
援
と
一
時
的
な

休
息
」
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
施
設
改

修
を
含
め
、
差
別
化
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
の
事
で
し
た
。

調
査
を
終
え
て

　
施
設
を
改
修
し
差
別
化
を
図
っ
て

い
く
の
か
、
他
の
施
設
を
利
用
し
て

運
営
す
る
の
か
、
民
間
委
託
す
る
の

か
も
含
め
、
町
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
現
状
の
施

設
で
関
係
者
の
皆
様
は
、
日
々
奮
闘

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
充
実
し
た
活
動
・
取
組
み

が
で
き
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

文教厚生委員会

９月30日（月）

おひさまくらぶ
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